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17, :JO 平均 8.3（粍）平均10.9（粍）8例底
15, 18 
〔附表（十）参照〕
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壁ピヲ反 聯 へ直脱ニク Y ト頂挿 Y J、2
乃木アシ初合，，－.＿＿ JV 腸頂モ直腸云 J、入。凡架
至来隣業生上三蕗ノノ認腸脱へ班シメア午
耳止ノ方ノ児綾初ニ虚 1)［ メ影頂 Y 骨ア三J腸；三
骨位曲盈腸迄生反盈置ラ響ノヱ f 之 2月光去
後世ニ時脱ノ見スニ J、ノV ノ位 Y上レミ又主
面二強ニ頂直品。闘腸、開置至方ヲニ J、z~~~！ ~I~ ~；！~~~~！~~~ セグ？？アュ 勝 ノ盈アコス直至三／直 Th ~ 
ララフ下於 脱 ニニ、トト腸七ム腸去で
ノV JV JV 降ケ 頂 ア開坦ハ云ノ O ノV ニ；ノム
スノV ヨ ラス雪予へ影粍時護ノV ヲ
朕ニ航。モ リ ズ JV C ノリ響ニ J、説場除
態ヨ態（／ 耽 トモガ場。ニ達勝球合キ




































(No. 12. 13. 15) 
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(2-18）上ー ・ 4f列
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（府及勝脱距｜｜｜｜附線ピ耽開骨及上｜｜  雨者ノ下比） No. 頂離）閥 （ （上 ： 
47 55粍 3.7 : 1 
48 40 2.4・1
49 15 J5 1 1 
50 20 15 1.3・1
57 15 15 1・1
59 20 20 1 : 1 
60 40 JO 4 : 1 
63 山内岡I 2; 1.5 : 1 































































































































成（1人1例女） ｜ ｜ No. 
左右 （ ＋一） ） 2 1 
医）（＋） l~~~－~ 傑）） 3 
25 
院）著明
20 2 25 
左中央右 （＋ー）） 
9 2 20（巾4粍）
会ク鉄除 10 2 29 
左・著明 13 1 
附表（＋）
第 （イ） （ロ〉 （ノ、） （ュ） （ホ） （〈〉 （ト） （チ） （リ） （ヌ）
(Jレ）、、、 、 、 、 、 、 、 、 初盤下9番
尿道内後前口離距内部前離距 （イ） 内後ス 内令書在内合高E内合灘尿内合d合~~ 勝ノit!初耳止 生入如、尿道 ＝ス 尿径Jレ尿下 尿道上線 尿後 1先高if離 生骨 見口何Jレ後 遺ぜ／レ 道ノカ 道線 道面 道上ト 項後 見上 勝前ナカ
口径 口径 （ロ） 口何 日ト 日ト 日ト 日下ノト径 目努縁 跳後ノレ
トトト ト ノ ノ、レ トノ トノ ト／ ト爾霊骨ト 眺迄 長径比




務 骨級 聯骨近距 ヨP離距
ノ、ア
（精） （粍）l（イ）：（ロ）l骨指前位 聯距 聯距 骨上分（粍） （粍） （粍） （粍） （将） （粍） 上｜下
2 45 JS 2.5 ; 1 b~下占 24 51 20 24 線上
" 3 45 21 2.1 : 1 b~中央 83 50 ヲ 26 32 10下
4 57 3下 d 20 60 20 16 8下
5 52 3 17.3 ; 1 ~c下寺 20 55 20 19 12上 一
() 50 7 7.1・1 ~c中央 25 55 23 25 27下 一 一
7 33 25 1.3 : 1 h 27 38 20 23 9上 一 一
8 51 3 J.7 : 1 ~c下寺 " 16 54 15 16 21下
9 15 60 15 9 
10 62 2下 cd中央 22 63 20 20 10上
11 27 25 1.1 : ] 品b 28 34 11 18 2上 一
13 60 5下！ cd中央 22 61 22 17 9上
14 55 7 7.9 : 1 ~c中央 25 65 26 20 28下
15 40 18 2,2 : 1 b~下き 23 41 16 21 ,: . 13上
18 40 17 2.2 . 1 25 48 20 24 15上
20 44 15 3.1 : J P上 24 50 rn 23 18上
23 37 30 50 28 28 5上 ，同－，．-
25 50 7 7.1 : 1 fjc中央 25 53 24 27 27下
26 40 16 2.5 : ] P上 20 47 14 19 1下
27 44 14 3.1 : 1 戸下 28 53 24 21 22下
40 42 25 1.7 : 1 b~ 00 50 20 28 35上 一
41 52 12 4.a : 1 。27 58 22 27 I (1」二
42 70 日下 cd 30 73 30 2 ，~， 28上 主
24 ］.！｝ ・1 b~ :is I 50 27 36 日下 -・ 
44 65 3下｜ 一 日0 70 I 30 28 線上
45 47 ~ 2~＞ 58 20 24 8下 一
















31 15 10 1.5・1 b日中央 13 17 4 10 4上 4 
32 30 ] '.l 2.5 : ] F上 20 <lO 18 16 2上
28 ] I)
同 1.4 . 1 b~中央 9 10 3 6 '.l4 16 11 
10 1 b 13 12 3 8 32 25 12 53 1.1 I 
54 lO 6 1.1 : 1 b~下t 8 3 6 22 18 11 
55 9 10 1 . ].] b 12 ・9) 。 21 20 15 
56 6 12 2 I :<b中央 14 。 6 !) 2ti 23 8 
59 、9) 4 戸下 8 rn 5 向I JS 1日 1:i 
61 8 8 ] . 1 cxb中央 10 。 5 8 15 15 同I 
63 IO ，》 2 : 1 。上 7 12 色。j・ 。 18 ];] 10 
64 14 2 7 : 1 ~c中央 同I 14 a 同I IO 7 14 
47 12 14 cxb ' 13 15 I JO リι； 12 11 
48 16 。1.8 ] b~ l4 18 。12 25 14 17 
49 18 2 9 : 1 [le 8 17 同I 8 12 20 
50 16 2 8 : 1 戸 8 15 6 23 12 17 
51 13 円I Lil : I b~ 10 l3 7 対 一 30 27 15 
52 10 11 1 1.1 cxb 15 10 4 8 25 15 8 
57 7 11 ] : ] .6 αb l3 10 4 8 ：〕（） 22 7 
58 17 4 4.2 : 1 自 9 17 7 8 13 10 18 
60 13 5 2.6・1 ~ ]0 15 12 10 14 
62 10 15 1 . 1.5 b日 18 15 7 11 。“？・ 20 l4 
























































｜ 成人（例数） I 初生鬼（例数）！（議長崎）
位置｜ 0 I ♀ lo＋平10 I ♀ lo＋平｜ ♀ ｜ ♀ 
αb I 1 I I 1 I 




I 1 I 1 I 1 I I 1 I 
cd/ i/ 4/ 5/ 2j I 2 I 
d以下｜ 1 ! I 1 I 
／壬／ 7 ! 17/ 241 9 J 10/ l!JI 1 j 2 
第八＋ニ表
〔附表（十一）参照〕
I 成 人 （例鰍数） ｜ 初生鬼 （例糊数〉 /c例小数）
位置 I0 I♀ Jo＋平I0 I平Jo＋平｜平
掛かI~13/ 5l 3l 1l 4l 2 
掛かi2/11Jl31217191 
曹！？二号上l:1/ 2151511161 



















































































































































一 0 一四八 O 一一
五 ｜例
伺j f「戸、〆「 F、、，h、
F「 。z z。 z。 1t ：；。~ 
問 数。 ］ 式－ t~ 、t‘j 、~~〆0 以ー‘








'" 、J -・ 、J




占，、 ＇，。~ E。＜： ~。<: 。 ？比ι． 》~ 構圃‘
'" ‘、5九 r「
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65 24 I 40 
向け













8下方｜ 55 I JV. C下
2.5 I 50 I V .s I 2.5 : l I 57 
”の10 。 52 
75 
][.C下｜日.1: 1 
:n .c I 1 . I 
:U .c I 3.5: I 
]f.C 11.4: I I 70 










70 ゆ“ 42 
8下方｜ 50 ][.C 
68 50 I I .c
47 I I .c








































.Jfl ah 7前方 . !) ；国 ;・1 V吋 1 ; 1.J :;:; (I廿）
41 ~c 輸上 68 10 ;,:) V ・ I （‘ IUi: 1 (j.j （一） ヨt，、
4:! cd 18後方 .Jfjj 屯F・＇ E仁 白｛』 （ー） 考書
4;・ ’ー’ ~c 3前方 70 ］り 55 (.LI! )C 
i 5:! （ー）
・14 ~c 6後方 り7 10 53 IC下I:l 6.7 : I 55 （一）
F『
原
40 d下方 制上 !lo 20下方 45 .[.C下30 4.:1: I :;o
 （ー）
箸.. 
46 ~c 車lb 上 60 20 55 cn.:m）じ :J : I 。，J （ー）
υ2 ~c 10前方 .];) 巳．》 4.3 (.[.][)C 14 :: 1 ud （一） 千
;.n b~ 3前方 21 日 :!•J NC :! 6: 1 28 （＋） 葉
30 
li7 30 
28 cd 2後方 2-1 3下方 Jl[℃ 
53 ~ 2前方 21. 6 (I. ]f)C 日；； 1 ':27 
じ 紬上 ~(I 線上 (][.][)C り＇~‘P 
0・3 ~ 3後方 18 6 (Y. J)C 3 : I 35 
56 ~c: 4後方 21 三、 CV. l)C 4 : 1 18 
50 日c 3後方 リ2 2 (I. l)C・ ll 1 ヨ』
61 bfi 7後方 18 6 (JV.Y)C 3 1 24 
63 ~c 3後方 20 2 CI . .[)C 10 : 1 2':2 
64 cd 2後方 24 :J下方 ][ （＇・f;J 21 
G.5 ~ （胎児〉
47 日 2前方 ]() ｛） CI. J)C :U ・1 2.3 
48 ~ 車由 上 ':2 4 J[ (' 5.λ： 1 9・.，
40 ~c 2前方 18 4 (][.]If)仁 4.5: ] 20 五ー。
50 ：じ 紬上 20 a‘’ " Eに 10 ‘鼻4、二h失リ‘ ' ム，、
51 $ 2後方 16 6 (I :n )C’ 2.7: I 23 ，－.、
52 ~ 紬上 18 . (I. ]f )C 6 . I MギヲM‘’ 第~ ，、
57 b~ 2後方 21 8 vs 2.6: 1 2S f虎
58 b~ 2前方 17 7 y<". I c 2.3: I 
60 b~ 輸上 ］ .~ 円， l c 2 Ll: I /¥. ~ ノ、
） 


































至至 〈（ 〆~’oZー‘gP、E= ~ ~ 茸週一色え
九九
粍粍 ~ ！＂＇－~＂＂＇ 










五 0 "' "' 
乃乃 ~ ~ 
至至 品品数
tε 」J
O 八 ιι ケ〉


























































































































































































































































































































野明言 r~－；－； 14. 421 6 128; 54. (i.j 
: 1や：b)l13 I 1 I 














、 ， ? 、 ． ， ? 、
? 、













7 : J 
20. 45 
6・1
5 : 1 
15 
3. 7. 46 
11. 26. 40 
27 
4 ' 1 
3 : 1
2 : 1
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七 六五 四三 距
一 一 一一 0
総
八七 六 五四 三 〆’、1沌0 0 0 0 0 0 、J
一
一 三 三 四 0 ニ 0 例
例 ／『、／曲、 f画、／圏、 f吐「10 a 7 14 卒 15 26 ]2 16 5 均 ;JI) '27 12 21 '-' 数
互i '-' '-' 19 ~5 五 ，.、． 22 2!l 
」0~ 一 、d リ
6 
一 8 女－ー
成rn 八 、ー” 人。 ） 
一 0 一四四 三 一
4〆「1 〆4「5 〆4「2 〆6「6 〆4「5 例
'fJI '-' 44 70 74 '-' 卒 46 71 80 均 75 7:J 」J 数
四 、J 、J
ムノ、 〆園、． ~ ヒー 、＿，。 男
成ム，、
、人_, 五
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第八十九表〔l~·t表（十一）参照〕
? ? ? （ ? ? ｜ ? ?





















， （ ? ? 。 ? ）
???
数


























七 ムノ、 五 凶 ~g 
一 一 一 一 。
麟
八 ヒー ムノ、 1i 凶 〆ー、
五 。 。 。 。 事E、＿，
一 一 ー一 一 一 仰j一 数
女男 女 男 女 男 女 男 f、
〆ー、， 3 ヘ 〆‘、 ,..2、 1 ~』2、 －、 r、
切口
10 I •1 45 、J
11 、』J 12 ti 44 5 、J ，町、





四 四 五 －ノL、 。 191 
数
〆2ヘυ 4o 、〆戸、、4「1 1、!J 〆4町3、 〆ー、6 、 ，.、21; 21 ＝当
24 、切J 27 6!J 22 45 25 7り
。
、J
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1 : 1 
3 . 1 
7・1
il : 1 
; : 1 





















:1 : 1 
2 1 
2 . 1 
2・1
3 . 1 




















































] : 1 62 -/•.) 2:J 




2 : 1 
1 . ] 
2 







•JD 2 . ] 2: 1 
10 J ・J1 . 1 
25 リり． ” 2 : 1 












































2け15 :I : I I －~• ．，ふ
4 ' 1 17 ・1・1・~d 
斗・，
~；.： 
:! ' 1 ·•:j 
原:l : 1 





:l ' 1 
コ： 1
:l ' 1 









































1 ' ] 
1 : 1 
;jリ
:l : 1 
1 : 1
l 








1 : 1 '27 63 
3 . 120 64 
? ? ? ?





















































四三 l二一 - ＇八 ヒー t-、 一 上，、 。 方
準t ;it,' 準t 聖書 重苦 封 主T 遣す 警告 封－
下
一 一 一 一 一 一 一 方
一 一 五 四 五 'WIJ 一 一
，圏、 〆－、 ，、 数〆－、 〆－、 〆4町、 （ ，.、 fヘ 〆問、
4δ 2 。 8 ; 》 11 日 ~ 、d 、』J 、＿， I:~ 、・〆 2.) 14 2;1 10 、＿， 」J ];) 20 27 、”r「
女43 20 、J 、J〆4角0、 （ 、J 、J 41 、＿，〆ー、 ，.、


































































































? ? ? ?



















3上40 30 J,j 







］；）下30 40 20 




























































































( +) :o 
左右｜
（ー ）（＋）！
c +> i v .s I 
I w.s l〔JI[.JV)s; 
!o .11）同j(Jf・IT )S 
c +) lo . :nsl 
（叩~H I 




i s I 
1[. JV)Si(ll If )3 
｜｜ 
i(Jl[.JV)Si 
! K .sI 
・cm. iv )SI
1 s I



































































1 （＋） 20下 一
82 不明 （腹17中下央） 一
31 。＋）幅5 I S :n s 12 3下
38 （＋＋） 18 下方
28 （左一） 〈右＋） I S 21 16下
53 （一） 9下 一
54 （ー） 15下
55 左右 薦骨il甲 30 11下 一（＋＋〉〈ー ）
56 左 右 I s 12 2下（一）（＋）












, , 崎由 同 唱曲 u，白
，、. d 唱
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骨盤後劃成 人｜ (25例） ｜ 初生児及ピ小児
／高サ｜左側｜右側［左側｜右側
薦骨｜ I j1(No.日）；
I s / 2cNo.山。｜ l(No. 7) J1 (No江戸）1(No. 75) 
〔I][ )sJ 2 c2. i) i - ¥ i 
][ .s I 1例 13(13.14. 24)1 
c 1. nr)sl 1 (6) l3c2. 6. 15) / 
E 川2(14.叫（3.26) I - I 
(:ur .w） ~I 1問 4(0.20.25.州－ I 
E円 I1 (5) ：一｜－｜
I 1(4) I 1(4) [ - I 














































































































四 一 一 一 f「一 粍。四 l¥ -;-、 。、J
一一
一 四 一 五 五 ； 六 例一 数
〆圏、 〆問、1胸6、 ,.-7 、 f「 G 、 〆町3、 な｜2 持 ~ 、J 12 22 15 5 10 、．』J、＿， 29 、J 14 6 JI 成
19 30 24 20 人、J 17 25 26 ，.、、， 」J 27 一、＿， i丘
例、J
。。一 一 一 ー一









































































一 一 ♀口五 。 、d I 
一
一 一
，－邑、 〆句2、 .gtj 
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上 下方腹底同 カ 底
守I司主・ 一 ュil トア 在ノレ後腔 後臆ノ Yレ
モ モ モ／1寧審． 喜ノ
ノ ヨ ト
一，、 五 例
f「4 〆肉6、 f「l 
5 10 2 













十 一 一 雨者間五 氏
'WIJ 腔〆町、 一 ノ 底五 。。。定、J両車If ヵ－後一
臆陸霊童五 ，、 五 例、.，
平 〆’、 〆1由6、 〆「1 〆2ヘ2 
均 2 ヨ、.， 、J tぞ，》 29 
数 リ
ム 7 8 
下方ノ、 日 15 r、









:Ii 26 .., ＝ガ、J 17 z 在後平 、.； 0 Jレ燈




















































































（ ? ? ? ?
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? ）
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大 nr 状 駄＝ 後レ／ F可 者ガE昔ノ日サ
（事） (5) 巾 (6) 前 態｜態（イ） 主7
40 43 so 23 70 70 7"1 著盈 盈 直上
41 40 25 24 75 65 48 慮 盈 中央
42 35 20 40 47 43 43 虚 著盈 中央
43 36 30 30 75 67 56 虚 虚 直上
44 22 19 26 40 35 34 盈 盈 全部下方＝アリ
45 30 23 20 50 50 35 虚 虚 中央
























































子方ア 前下＝ 子レ 骨／ ｜骨ノ 骨何 骨ノカ
宮内口許幾へJカレ 宮外口許幾へJカレ
経方ア 頚宮部ノ 怒主性 盤整 盤ν 盤何考へJレ 入線 狭線 納品 ノレ
健へJレ 篠幾カ 乃＝ 前口総距 昔前日線距 ノア 各／ヨノ ノ許幾カ ヨノ 音E許 至在 前Fレ 断I部
f虎 9 ~e 界 リg ヨノ 臆 yレ f炎 後 後カ 後＝上離 上離 上りE離e ノカ 径 径 方 径ア下＝ P距 下＝ 何 ト ト ／ 問Jレ
2 13上方 13上方 頭中央 30 40 10前方 αb 
3 15下方 13下方 5上方 7上方 頚ac下方） 52 24 11前方 h~ 
4 不明 3上方 25上方 30上方 頚H上方） 50 20 3前方 b~ 
5 不明 13下方 10上方 12上方 頭中央 60 13 7前方
6 30下方 25下方 同高 3上方 外口部 IJ7 l3 4前方 ~c 
7 10下方 15下方 5上方 10上方 頚下き 28 50 軸上 ｜ ctb 
8 5下方 岡高 15下方 20上方 頭上ま 60 6 15liJ方 。c
9 岡高 岡高 20上方 23上方 頭健界
10 5下方 8下方 23上方 30上方 頭上告 53 18 22前方 はb
11 不明 13下方 15上方 20上方 頭中央 22 37 ctb 
12 不明 22下方 不明 10上方 頚下部
13 3上方 23上方 28上方 頚骨量界精上 45 27 3前方 b~ 
14 町方I10下方 20上方 17上方 額上き 61 ]'J I 9前方 Be 
15 13上方 15上方 額上ま 50 ．山3同I 2後方 h~ 
16 不明 10下方 不明 粉々上方 頭上部
17 不明 10 F方 不明 f宵々上方 頭上部 一
20 不明 日下方 6上方 3上方 新I腿管怪 50 19 25前方ib~ 
24 不明 I 20下方 不明｜上jj 頚上部 一 一
25 不明 20下方 8上方 17上方 頭リ幸中~、央下ョ 52 18 州 i方ihfi 
26 不明 不明 12上 20上方 頭巾央 23 42 1円高ijjj~ ctb 
27 4下方 6下方 11上方 ヨ（｝上方 頭上 ：＼ :l4 42 軸上 αh 
2!l 不明 岡高 不明 上方 頭上部
30 不明 10下方 不明 不明 顕上部 一 一
υOリ" 不明 22下方 5上方 岡高 頚下部
:r. 目下方j23下方 5下方 町方路寵上部部以｛下前町管













b~ 7前方14 16 同高2下方17下方













a0t 3前方17 ~ ・J頚下占4上方。上方Hi下方











ac記3前方19 2 頚中央5上方10上方12下方59 葉
a0t 1後方。頭中央8上方13上方10下方GI 
0tb 2前方12 10 頭上部10上方16上方3下方63 
ao: 3両ij方15 頭上 f5上方14上方8下方64 
a上
小児（2例 成 人 (16例）
モノ線ー上寓底 二
五 四 離ト入筒
卒 一 一 一 ノ口底
ユガ ｜ 均 ！ ｜ 繋線前ト
五ハ ア木一 四 ムノ、 五 四 三（後骨猿
粍粍 ルー律l~ 五白 。土o o問 ｜ 草原宿七 四
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The Examination About The Topographical Anatomy Of The 
Pelvic Viscera In Japanese. 
By 
Dr. C. CHIBA. 
J・'r( m the Amtornic Jnotitute of the Kyoto Imperial University (Director: Prof, Dr. B. Aaacll1) 
Conclusion. 
The writ巴rof this thesis have investigated on the topographical anatomy about the pelvic viscera upon 102 cases 
of the Japanese subjects which have been hardeneci previously in situ by a solution of 10% formalin spirit as follows: 
7 4 cases of Ad山． ．． ．．． ・・・・・（o, 34 and 平， 40) 
5 , ,. Child . . . . . . . . . . . （” I ，引 4)
22 , , Baby . . . . . . ・・・・（円 l I , , I I)
, Foetus ・・・・・・・同・・・・（ 円 o , ,. r) 
Among these subjects, in male 10 cases of baby, 7 cases of adult, and in female r case of foetus, 9 cases of 
baby, 2 cases of child, and 19 cases of adult have been treated u’ith the median section of the pelvis. 
The writer have examined the facts of the rectum, urinary bladder, and the region of the pelvic peritoneum (re-
ctouterina pouch, recto-vesical pouch, vesico-uterina pouch) which turns over, and the plic礼 umbilicalislateralis and 
medialis. A special attention was given to the condition when the rectum and the urin訂 y bladder were filled or 
empty in examining the me日 urementof the pelvic viscera. 
In comparing the result of the writer with that stated by the Europeans, there is n'.J gre抗 di仔erence, but many 
of these statements have omitted to show the number of cases examined, or of rare number if stated, or the attention 
was not given over the condition of the rectum or the urinary bladder, or the meみsurementdi仔erwith thλt of the 
writer. Therefore, it would be somewhat di伍cultto find ethnical difference between the European雪 andthe Japanese. 
Now the writer will particularize the 1引 narkablepoints passed unnoticed by the anatomists until the present day. 
and the di百erencebetween the previous records and the writer’s research. 
r. The tern 
adult, r 5 cases out of 42 cases starts from the height between the I and III sacral vertebra. The said relation was 
examined separately upon both sex but most of them were in the similar condition. In 2 cases of child it was 
situated at the center of the first sacral vertebra and its lower end, and in Ir cases out of 19 cases of baby, it was 
situated at the height of the 5acral prom on try. 
2. In examining the front旦1-curve of the rectum of 45 cases of baby, chilJ, and ュdult,the upper part of the 
rectum curves to the left direction of the middle line. Answering to the question of the number of its frontal curves 
in the adult, there are two curves (r8 cases out of 24 cases), single curve (S cases out of 24 ceses), th日ecurves (I 
case out of 24 cases). The rectum of baby is not al ways st日ightas stated formetヤ， butsome of them alrea付 form
sagittal and frontal-curve. For example, in frontal curve 7 cases out of 19 cお巴sform single curve while 5 cases out 
of 19 cases are curvdess. So, the latter number is less than the former. 
3. In most of baby, child and adult, the plica umbilicalis laterals exist in both the left and the right side. In 
examining the di仔erencebetween that of the male and female, the latter defect it in such large percentage as 9 cases 
defect out of 17 cases, while only 2 cases defect out of 14 cases in male. Again, in comparing the left side and the 
right side in 9 cぉesof both sex, in 3 cases the right side defect, and in 6 cases the ldt side defect. Generally, the 
right side fold is more improved and larger in width compared with that of the left side. As a rernar・kablecase, the 
writer has found the right side’s width of 40 millimeter, and I :wmillimeter in its length. 
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